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体重増減度と体構成との関連

ρ、
7 栄 貞 士

口
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2. 研究方法

3. 結果および考察

4.総括

1.緒 ιコ

「肥満Jあるいは「やせ」の程度を臨床的に判定するには，体重による判定を主とし，皮下

脂肪厚を参考にするのがよいとされている。

体重と身長との聞には相関係数0.6程度の相関が認められ，体重は身長の影響を大きく受け

ている。したがって，実測の体重そのままを「肥満」あるいは「やせ」の判定に用いるのは合

理的でなく，身長を消去した値を用いて判定するのが合理的である。

筆者は「肥満」あるいは「やせ」の程度を表わす指標として，松木等にならって体重増減度

(:!:%) (標準体重よりの偏位%)を用いて「肥満」あるいは「やせ」の程度とパフォーマンス〈懸

垂屈腕回数〉との相関について検討を行ない， 1%水準で有意な逆相関を認めた。また皮下脂

肪厚・体重補正皮下脂肪厚とパフォーマンス〈懸垂屈腕回数〉との相関について検討を行ない，

1%水準で有意な逆相関を認め，さらに皮下脂肪厚がある値以上に大きくなると懸垂屈腕回数

が有意に低下するクリテイカル・ポイントがあることを明らかにした。

体重増減度は「肥満」あるいは「やせ」の程度を表わす指標として簡便なものであり有効な

ものであるが，体重の増減が体脂肪によるのか除脂肪体重によるのかの判別ができない欠点が

ある。すなわち，同一体重増減度でも体脂肪が多く除脂肪体重の少ない者，体脂肪も除脂肪体

重も多い者，体脂肪が少なく除脂肪体重の多い者，体脂肪も除脂肪体重も少ない者等々が考え

られ，体重増減度ではこれらの判定ができない。

脂満は体脂肪が過剰に蓄積された状態であり，過剰体重必ずしも肥満ではないので，体重増

* 慶麿義塾大学体育研究所助教授
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体重増減度と体構成との関連

減度と体脂肪・除脂肪体重との関連で「肥満」あるいは「やせ」の程度を判定するのが，なお

一層合理的であると考えられる。

そこで今回は，体重増減度と体脂肪・除脂肪体重との関連について検討を試みた。

2. 研 究 方 法

男子大学生 18歳'""-'22歳の者 90名の身長・体重・皮下脂肪厚(上腕部・背部・腹部〉の測定を

行ない，これらの測定値に基づいて

1 松木等による標準体重需を用いて標準体重よりの偏位ノミ一セント，すなわち体重増減度

を算出した。

2 長嶺等による皮下脂肪厚から体密度を推定する予知宅を用いて個々の体密度を算出し

7こ。

3 体脂肪%は Brωk等の附年改良式の予知事を用いて体密度から算出した。

4. 体脂肪 (kg)，除脂肪体重 (kg)，除脂肪体重 (kg)を身長 (m)で除した値，体脂肪 (kg)-

を身長 (m)で除した値等を算出して， これらの値と体重増減度との関連について検討を行な

った。

注 (1) 標準体重 (kg)

身長(crn) 男 女 身長(cm) 男 女
148 49. 7 165 59.8 58.9 
149 50. 1 166 60.5 59.6 
150 50.5 167 61. 2 60.3 
151 51. 0 168 61. 9 61. 0 
152 51. 5 169 62.6 61. 7 
153 52.0 170 63.3 62.4 
154 52.5 171 64.0 
155 54.0 53.0 172 64. 7 
156 54.5 53.5 173 65.4 
157 55.0 54. 1 174 66. 1 
158 55.5 54.7 175 66.9 
159 56. 1 55.3 176 67. 7 
160 56. 7 55.9 177 68.5 
161 57.3 56.5 178 69.3 
162 57.9 57. 1 179 70. 1 
163 58.5 57. 7 180 70.9 
164 59. 1 58.3 

。) D =1. 0913-0. 001l6X (Dは体密度， Xは上腕部皮脂厚と背部皮脂厚の和〉
0(3) F =(4. 570/D -4.142) x 100 (Fは体脂肪%， Dは体密度〉
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体重増減度と体構成との関連

3. 結果と考察

1] 対象者の形態・運動パフォーマンス。体構成・体重増減度

(1) Table 1は対象者全員の身長，体重，皮下脂肪厚等の平均値と平均誤差，標準偏差を示

したものである。

身長，体重はおおむね男子大学生の平均的な値で、あるが，皮下脂肪厚は幾分少ない値を示し

ている。

Table 1 Mean of Height， Weight and Skinfolds 

Item X 土 SE SD 

Body height (cm) 170.23土 0.58 5.5617 

Body weight (kg) 60.93土 O.70 6.6760 

Upper arm 7. 90土 0.31 2.9909 

Skinfolds 
Back 9.07土 0.29 2. 7549 

(mm) 
Upper arm十Back 16.97土 0.54 5. 1835 

Abdomen 9.57土 0.51 4.8828 

Total 26.55土1.02 9.6646 

(2) Table 2は対象者全員の懸垂屈腕回数，背筋力，立幅跳， 12分間走等の平均値と平均誤

差，標準偏差を示したものである。

懸垂屈腕回数，背筋力，立幅跳等はおおむね男子大学生の平均的な値であるが， 12分間走は

相当に優れているように思える。これは，週 l回 (90分)6週間の体操の授業において，ウォ

ーミング・アップを兼ねて 400mを2分のベースで 800m，1，200m， 1， 600m， 2，OOOm， 

2， 400rn~と漸進的に走距離を増していって最終の 6 週間目に測定を実施したので， 授業中のト

レーニング効果が顕現した結果だと思われる。

Table 2. Mean of Pull-ups， Back Strength， Broad Jump and 12 Minutes Run 

Item X 土 SE SD 

Pull-ups 8.36土 0.43 4.0920 

Back strength (kg) 139.87土 2.43 22.9348 

Broad jump (cm) 245.91土1.53 14.4690 

12 minutes run (m) 2724.53土 21.38 201. 7086 

(3) Table 3は対象者全員の体密度，体脂肪%，体脂肪 (kg)を身長 (m)で除した値，除

脂肪体重 (kg)，除脂肪体重 (kg)を身長 (m)で除した値，体重増減度，体脂肪 (kg)等の平

均値と平均誤差，標準偏差を示したものである。
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体重増減度と体構成との関連

Mean of Body Density， Body Fat and Lean Body Mass 

Item X土 SE SD 

Body density 1. 0716土 0.00063 0.0060 

Body fat (%) 10. 72 士 0.23 2.2162 

Body fat (kg)/Height (m) 3.86 土 0.11 l. 0830 

Lean body mass (kg) 54.33 土0.57 5.4047 

Lean body mass (kg)/Height (m) 31. 87 土0.27 2.6033 、Neight deviation -3.77 土0.87 8.2341 

Body fat (kg) 6.60 土 0.20 1. 9138 

Table 3 

その他の項目は今回の対象者の年齢層におけるおおむ体密度は幾分大きいように思えるが，

ね，平均的な{直を示している。

体重増減度(土%)と体脂肪パーセント2J 

Rangeは -22.4'"'-'+21.2 SDは 8.2341であり，体重増減度の X土SEはー3.77土0.87，

である。Weight Deviation and Body Fat Fig. 1 

SD は体脂肪の X:tSEは 10.72土0.23，

Range は 7.41~18.94 であ2.2162であり，

る。

体重増減度と体脂肪との相関係数は0.5618

を得たY =0. 15X + 11. 28 

Xは体重増減度C:::t%)J。

回帰式

[yは体脂肪弘
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体重増減度と体構成との関連

Weight Deviation and Body Fa t Fig.2 

r=0.7280 

Y=0.16X十7.20

体重増減度の区分ごとに体脂肪をその平均

値で図示したものが Fig.2である。
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平均値で図示したものが Fig.3である。
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体重増減度と体構成との関連

と (-5.9""'ー( -10. 9""' -6. 0) と (-10.9""'-6.0)， 体重増減度が(ー15.9""' -11. 0) 

と (0""'5.9)等の区分間においては，体重増減度が増加するに伴って( -5.9""'ー0.1)0.1)， 

除脂肪体重 (kg)は統計的に有意に増加している。

このように体重増減度の増加に伴って，除脂肪体重 (kg)はおおむね直線的に統計的に有意

に増加している。すなわち，体重増減度の大きい者ほど除脂肪体重 (kg)が多いということを

示している。
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5J 

である。
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Xは体重増減度(:t%)J。
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有意に増加している。

体重増減度が大きい者，すなわち身長を消去した標準体重よりの偏位パーセント値が大きい

で除した値，すなわち身長 1m当りの除脂肪体重・非脂を身長 (m)者は，除脂肪体重 (kg)

肪組織量が統計的に有意に多いことを示している。

体重増減度の区分別の体構成とその指標

Teble 4は体重増減度区分別の体脂肪~%，体脂肪 (kg)，除脂肪体重 (kg)，体脂肪量の指標
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としての体脂肪 (kg)を身長 (m)で除した値，活性組織量の指標としての除脂肪体重 (k討

を身長 (m)で除した値等の平均と平均誤差，標準偏差をまとめて示したものである。

体重増減度の増加は体脂肪の増加を伴っていると同時に除脂肪体重の増加をも伴っている。

以上記述してきたように今回対象とした年齢層においては，体重増減度の増加は体脂肪の増

加も勿論反映しているが，なお一層，除脂肪体重の増加を反映している。

4. 総 括

男子大学生 18歳"-'22歳の者90名について身長・体重・皮下脂肪厚(上腕部・背部・腹部〉の

測定を行ない，これらの測定値に基づいて体重増減度，体脂肪%， 体脂肪 (kg)， 除脂肪体重

(kg) ，体脂肪 (kg)を身長 (m)で除した値， 除脂肪体重 (kg)を身長 (m)で除した値等を

算出して，体重増減度とこれらの値との関連について検討を加え，次の結果を得た。

1. 体重増減度と体脂肪%との相関係数は 0.5618であり，回帰式 Y=0. 15X + 11. 28を

得た [yは体脂肪払 Xは体重増減度(:t%)J。

2. 体重増減度と体脂肪 (kg) との相関係数は 0.7280であり， 回帰式 Y=0. 16X +7. 20 

を得た [yは体脂肪 (kg)，Xは体重増減度(::t%)J。

3. 体重増減度と除脂肪体重 (kg) との相関係数は 0.7399であり， 回帰式 Y=0.48X+

56. 13を得た [Yは除脂肪体重 (kg)，Xは体重増減度(::t%)J。

4. 体重増減度と体脂肪 (kg)を身長 (m)で除した値との相関係数は 0.7396であり，回

帰式 Y=O.09X十4.19を得た [yは体脂肪/身長の値 (kg)，xは体重増減度(::t%)J。

5. 体重増減度と除脂肪体重 (kg)を身長 (m)で除した値との相関係数は 0.8804であ

り，回帰式 Y=0. 27X +32.88を得た [yは除脂肪体重/身長の値 (kg)，Xは体重増減度(::t%)J。

以上のことから今回対象とした年齢層においては，体重増減度の増加は体脂肪の増加も勿論

反映しているが，なお一層除脂肪体重の増加を反映しているということが推察される。

Body fat， Lean body massの問題には年齢的要因が大きく作用すると思われるので，肥

満が最も問題になる中高年者についての検討も今後の重要な課題であると思っている。

(附記〉

本研究に際し，依田隆也教授の御指導を賜わり種々の御教示を戴いた。稿を終るにあたりここに特記

して厚く御礼申し上げる。
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